
る
事
や
ら

…

。

　

最
後
に

な
り
ま
し

た
が
、
明

日
の
こ
と

は
誰
に
も
わ
か
り
ま
せ
ん
。
が
、

私
は
、
先
を
生
き
た
者
は
、
後
を

生
き
る
者
た
ち
へ
の
「
社
会
的
責

務
」
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

一
言
で
い
う
と
、
後
を
生
き
る

人
々
の
「
未
来
を
奪
わ
な
い
」
と

い
う
こ
と
で
す
。
逆
に
言
え
ば
、

私
た
ち
に
と
っ
て
は「
良
い
遺
産
」

を
ど
れ
だ
け
残
せ
る
の
か
が
問
わ

れ
る
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。
ご
一
考
い
た
だ
け
れ
ば
幸
甚

で
す
。
小
難
し
い
こ
と
を
言
っ
て

す
み
ま
せ
ん
。
良
い
お
年
を
！

「
楠
目
慎
一
郎
」
君
の
初
陣
を
飾

れ
る
よ
う
切
望
し
ま
す
。

　

後
は
出
来
る
こ
と
を
一
つ
ず
つ

こ
な
し
て
い
け
る
よ
う
注
力
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
い
ず
れ
に
し
て

も
皆
さ
ん
の
ご
協
力
な
く
し
て
は

前
進
し
な
い
こ
と
ば
か
り
で
す
の

で
重
ね
て
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
私
事
に
亘
っ
て
恐

縮
で
す
が
、
古
希
を
み
っ
つ
ば
か

り
過
ぎ
、
身
体
思
う
に
任
せ
ず
些

か
辟
易
し
て
お
り
ま
す
。こ
の
間
、

世
間
で
身
に
着
け
た
塵
芥
は
数
知

れ
ず
今
更
な
が
ら
に
己
の
不
明
を

恥
じ
る
の
み
で
す
。
今
後
の
黄
昏

街
道
の
下
り
方
次
第
で
は
幾
分
か

の
埃
を
払
え
る
の
で
は
と
思
案
し

て
い
ま
す
が
何
分
に
も
チ
ャ
ラ
イ

性
分
が
災
い
し
は
て
さ
て
ど
う
な

従
来
の
活
動
を
再
開
し
て
い
く
年

と
な
る
よ
う
に
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い
致

し
ま
す
。

　

今
年
の
活
動
の
最
大
の
課
題
は

夏
の
参
院
選
「
石
橋
み
ち
ひ
ろ
」

の
三
選
を
目
指
す
取
り
組
み
で

す
。
立
憲
民
主
党
の
泉
健
太
新
党

首
を
先
頭
に
「
真
っ
当
な
政
治
」

を
取
り
戻
す
た
め
会
員
の
皆
さ
ん

お
一
人
お
ひ
と
り
の
ご
奮
闘
を
期

待
す
る
と
と
も
に
、
こ
の
戦
い
を

来
春
の
高
知
市
議
選
に
引
き
継
ぎ

す
。
尚
、
前
会
長
の
國
弘
さ
ん
に

は
心
か
ら
の
ご
苦
労
様
を
申
し
上

げ
ま
す
と
と
も
に
、
今
後
と
も
顧

問
と
し
て
大
所
高
所
か
ら
ご
意
見

を
頂
戴
し
て
い
く
こ
と
と
な
っ
て

い
ま
す
の
で
ご
紹
介
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

さ
て
、
コ
ロ
ナ
が
よ
う
や
っ
と

落
ち
着
き
を
見
せ
て
き
ま
し
た

が
、
安
心
す
る
に
は
ま
だ
早
い
よ

う
で
す
。
マ
ス
ク
・
手
洗
い
・
う

が
い…

等
、
す
っ
か
り
習
慣
化
し

た
自
己
防
衛
を
継
続
し
な
が
ら
、

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

先
の
第
二
十
三
回
総
会
で
新
し

く
会
長
に
選
任
を
い
た
だ
き
ま
し

た
弘
田
和
幸
で
す
。
今
後
二
年
間

ど
う
か
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま

Ｂ
棟
お
よ
び
Ｄ
棟
が
取
り
壊
し
と

な
り
ま
す
。
Ｎ
Ｔ
Ｔ
労
組
高
知
分

会
と
退
職
者
の
会
の
入
っ
て
い
る

建
物
も
取
り
壊
し
と
な
り
、
移
転

す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ビ

ル
取
り
壊
し
後
に
何
が
出
来
る
か

は
ま
だ
、
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
皆

が
楽
し
め
る
施
設
が
出
来
れ
ば
と

期
待
を
し
て
い
ま
す
。

　

新
し
い
年
が
、
退
職
者
の
会
の

皆
様
に
と
っ
て
幸
多
き
年
で
あ
り

ま
す
よ
う
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。
本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
皆
様
の

ご
多
幸
を
願
い
つ
つ
新
年
の
挨
拶

に
か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

力
、
お
力
添
え
を
ど
う
か
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
退
職
者
の
会
で
一
番
大

き
な
出
来
事
と
言
え
ば
、「
國
弘

昭
」
会
長
の
引
退
と
新
会
長
「
弘

田
和
幸
」
体
制
の
誕
生
で
す
。
國

弘
会
長
、
十
年
間
本
当
に
お
疲
れ

さ
ま
で
し
た
。
今
後
も
顧
問
と
し

て
退
職
者
の
会
の
発
展
を
見
守
っ

て
下
さ
る
こ
と
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
夏
は
、
参
議
院
選
挙
が
あ
り

ま
す
。
組
織
内「
石
橋
み
ち
ひ
ろ
」

の
三
選
に
む
け
て
、
ぜ
ひ
退
職
者

の
会
会
員
の
皆
様
や
ご
家
族
の
皆

様
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

今
年
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
ビ
ル
グ
ラ

ン
ド
デ
ザ
イ
ン
に
よ
り
、
中
ビ
ル

と
、
二
〇
二
三
年
五
月
一
日
任
期

満
了
で
の
引
退
を
表
明
し
て
い
る

組
織
内
「
近
藤
つ
よ
し
」
高
知
市

議
の
後
任
で
あ
る
Ｎ
Ｔ
Ｔ
労
組
の

組
織
内
候
補
が
決
ま
っ
た
年
で
も

あ
り
ま
す
。
現
在
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ビ
ジ

ネ
ス
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
（
中
ビ

ル
）
勤
務
で
、
高
知
分
会
副
分
会

長
の
「
楠
目
慎
一
郎
」
君
で
す
。

彼
の
大
い
な
る
決
断
に
敬
意
を
表

す
と
と
も
に
全
電
通
時
代
か
ら
続

く
高
知
市
議
会
議
員
の
議
席
を
守

り
抜
く
た
め
に
も
、
必
勝
に
向
け

て
退
職
者
の
会
の
皆
様
の
ご
協

接
種
、
そ
し
て
謎
の
多
い
急
速
な

減
少
。
ま
た
、
新
た
な
変
異
株
オ

ミ
ク
ロ
ン
株
の
発
生
な
ど
、
コ
ロ

ナ
に
つ
き
る
一
年
と
な
り
ま
し

た
。

　

十
月
三
十
一
日
投
開
票
の
二
〇

二
一
衆
議
院
選
挙
で
は
、
現
退
一

致
の
掛
け
声
の
も
と
高
知
一
区
は

「
武
内
則
男
」
さ
ん
、
高
知
二
区

は
「
広
田
一
」
さ
ん
、比
例
は
「
立

憲
」
を
と
、
共
に
頑
張
り
ま
し
た

が
、
大
変
残
念
な
結
果
と
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。

　

少
し
明
る
い
話
に
転
じ
ま
す

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
労
組
退
職
者
の
会
高
知

県
支
部
協
議
会
会
員
の
皆
様
、
謹

ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　

二
〇
二
一
年
を
振
り
返
れ
ば
、

コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
急
速
な
拡
大

に
よ
る
活
動
の
自
粛
と
ワ
ク
チ
ン Ｎ

Ｔ
Ｔ
労
組
退
職
者
の
会
高
知
県
支
部
協
議
会　

会
長

弘
田　

和
幸

Ｎ
Ｔ
Ｔ
労
組
退
職
者
の
会
高
知
県
支
部
協
議
会　

会
長

弘
田　

和
幸

二
〇
二
二
年
　
年
頭
ご
挨
拶

二
〇
二
二
年
　
年
頭
ご
挨
拶

コ
ロ
ナ
前
の
活
動
再
開
の
年
に

コ
ロ
ナ
前
の
活
動
再
開
の
年
に

高
知
市
議
後
継
者
に
力
添
え
を

高
知
市
議
後
継
者
に
力
添
え
を

Ｎ
Ｔ
Ｔ
労
組
高
知
県
グ
ル
ー
プ
連
絡
会　

会
長

山
岡　

千
佳

Ｎ
Ｔ
Ｔ
労
組
高
知
県
グ
ル
ー
プ
連
絡
会　

会
長

山
岡　

千
佳
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つ
あ
る
な
か
で
開
か
れ
た
。

　

冒
頭
、
挨
拶
に
立
っ
た
國
弘
会

長
は
、
コ
ロ
ナ
感
染
症
に
対
す
る

政
府
の
対
策
、
先
の
衆
院
選
の
結

果
お
よ
び
次
期
参
院
選
対
策
な
ど

に
つ
い
て
述
べ
、
来
賓
挨
拶
、
経

過
報
告
と
続
き
議
事
に
入
っ
た
。

　

議
事
で
は
、
二
〇
二
一
年
度
活

動
方
針
、
二
〇
二
一
年
度
予
算
、

役
員
の
選
出
な
ど
に
つ
い
て
満
場

一
致
承
認
さ
れ
た
。

　

最
後
に
、
再
任
さ
れ
た
國
弘
会

長
の
発
声
で「
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ウ
」

を
三
唱
し
総
会
を
締
め
括
っ
た
。

〈
事
務
局
次
長　

坂
本
宣
和
〉

　

二
〇
二
一
年
十
一
月
十
日（
水
）、

高
知
会
館
で
第
二
十
九
回
定
期
総

会
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
が

徐
々
に
落
ち
着
き
を
取
り
戻
し
つ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
活
動
、
事
務

局
常
駐
体
制
の
と
り
く
み
②
中

央
協
・
現
職
と
の
連
携
な
ど
、
役

員・会
員
の
積
極
的
派
遣
に
と
り

く
む
③「
地
域
単
位
で
の
交
流

会
」
を
旧
報
話
局
単
位
で
の
開
始

を
目
指
し
、開
催
支
援
を
継
続
す

る
④
会
員
楽
し
み
の
「
Ｎ
Ｔ
Ｔ

Ｏ
Ｂ
親
睦
旅
行
」「
文
化
講
演
会
」

は
、
共
同
開
催
の
電
友
会
と
相
談

し
、
コ
ロ
ナ
禍
で
開
催
が
困
難
と

判
断
し
ま
し
た
⑤
情
宣
活
動
は
、

会
員
相
互
の
ツ
ー
ル
と
し
て
、
通

　

今
年
の
第
二
十
三
回
総
会
は
、

コ
ロ
ナ
終
息
気
味
と
判
断
し
、
総

会
後
の
懇
親
会
を
外
し
、
対
面
方

式
で
二
〇
二
一
年
十
月
二
十
六
日

（
火
）、
高
知
市
の
三
翠
園
で
開
催

し
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
会
員
・
幹
事
会
役

員
が
参
加
し
、
二
〇
二
一
年
度
の

活
動
方
針
、
予
算
お
よ
び
新
幹
事

会
役
員
な
ど
に
つ
い
て
満
場
一
致

で
決
定
し
ま
し
た
。

　

具
体
的
に
は
、
①
組
織
活
動
と

し
て
会
員
拡
大
、
会
員
と
の
コ

　

二
〇
二
〇
年
一
月
中
国
湖
北
省

武
漢
市
に
お
い
て
病
因
不
明
の
肺

炎
が
集
団
発
生
し
、
世
界
的
に
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
し
て
の
感

染
が
ひ
ろ
が
り
ま
し
た
。

　

日
本
で
は
、
二
〇
二
〇
年
二
月

の
ク
ル
ー
ズ
船
で
の
集
団
発
生
と

感
染
が
拡
大
し
ま
し
た
。

　

私
た
ち
「
退
職
者
の
会
活
動
」

も
制
限
を
さ
れ
、
総
会
も
会
員
の

安
全
面
と
社
会
動
向
か
ら
や
む
な

く
「
書
面
決
議
」
と
し
て
の
対
応

を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。

ん
に
は
ご
活
躍
を
い
た
だ
き
、
大

変
御
苦
労
様
で
し
た
。

〈
事
務
局
長　

三
宮
正
博
〉

信
定
期
発
行
、
支
部
協
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
充
実
に
と
り
く
む
。

　

新
幹
事
会
体
制
は
、
弘
田
新
会

長
の
も
と
に
県
下
三
十
八
名
の
体

制
を
確
立
し
ま
し
た
。

　

新
幹
事
は
、常
任
幹
事
と
し
て
、

長
山
幹
彦
さ
ん（
い
の
町
）、
稲
垣

裕
司
さ
ん（
春
野
）、
間
嶋
祐
一
さ

ん（
高
知
市
）、
幹
事
と
し
て
、
桑

原
和
尊
さ
ん（
安
芸
市
）、
上
村
順

子
さ
ん（
土
佐
山
田
）、
野
本
泰
司

さ
ん（
土
佐
市
）
の
六
名
が
就
任

し
ま
し
た
。

　

今
期
で
退
任
さ
れ
た
方
は
、
前

会
長
の
國
弘
昭
さ
ん
（
顧
問
就

任
）、
掛
水
秋
男
さ
ん
、
上
田
章

夫
さ
ん
、
石
川
昌
男
さ
ん
、
曽
我

純
司
さ
ん
、
今
井
智
さ
ん
（
前
顧

問
）
の
六
名
で
す
。
退
任
の
皆
さ

弘
田　

和
幸

吉
川　
　

都

石
原　

靖
世

関
田　

啓
二

吉
良　

温
子

三
宮　

正
博

坂
本　

宣
和

楠
目
慎
一
郎

吉
川　

忠
興

片
岡　

保
明

渡
辺　

資
恵

増
吉
紀
久
枝

長
山　

幹
彦

稲
垣　

裕
司

間
嶋　

祐
一

齋
藤　

芙
美

浜
田　

典
子

中
村　

美
知

中
島
美
紀
子

久
保
田
智
子

田
所　

秀
二

寺
本　

和
男

藤
戸　

勇
輔

桑
原　

和
尊

杉
本　

永
恵

足
達　

裕
昭

野
々
下
孝
俊

上
村　

順
子

野
本　

泰
司

松
本　

安
正

吉
村　

二
郎

川
上　

理
恵

松
岡　

勝
喜

松
本　

増
男

武
田　

金
人

北
岡　

和
生

山
下　

忠
篤

國
弘　
　

昭

山
岡　

千
佳

田
嶋　
　

要

岡
本
あ
き
子

吉
川
さ
お
り

石
橋
み
ち
ひ
ろ

近
藤　
　

強

弘
田　

和
幸

吉
川　
　

都

石
原　

靖
世

関
田　

啓
二

吉
良　

温
子

三
宮　

正
博

坂
本　

宣
和

楠
目
慎
一
郎

吉
川　

忠
興

片
岡　

保
明

渡
辺　

資
恵

増
吉
紀
久
枝

長
山　

幹
彦

稲
垣　

裕
司

間
嶋　

祐
一

齋
藤　

芙
美

浜
田　

典
子

中
村　

美
知

中
島
美
紀
子

久
保
田
智
子

田
所　

秀
二

寺
本　

和
男

藤
戸　

勇
輔

桑
原　

和
尊

杉
本　

永
恵

足
達　

裕
昭

野
々
下
孝
俊

上
村　

順
子

野
本　

泰
司

松
本　

安
正

吉
村　

二
郎

川
上　

理
恵

松
岡　

勝
喜

松
本　

増
男

武
田　

金
人

北
岡　

和
生

山
下　

忠
篤

國
弘　
　

昭

山
岡　

千
佳

田
嶋　
　

要

岡
本
あ
き
子

吉
川
さ
お
り

石
橋
み
ち
ひ
ろ

近
藤　
　

強

会

長

副

会

長

　

〃
　

　

〃
　

　

〃
　

事
務
局
長

事
務
局
次
長

〃
（
Ｎ
労
現
職
）

常
任
幹
事

　

〃
　

　

〃
　

　

〃
　

　

〃
　

　

〃
　

　

〃
　

幹

事

　

〃
　

　

〃
　

　

〃
　

　

〃
　

　

〃
　

　

〃
　

　

〃
　

　

〃
　

　

〃
　

　

〃
　

　

〃
　

　

〃
　

　

〃
　

　

〃
　

　

〃
　

　

〃
　

　

〃
　

　

〃
　

　

〃
　

会
計
監
査

　

〃
　

顧

問

会

長

衆
議
院
議
員

　

〃
　

参
議
院
議
員

　

〃
　

高
知
市
議
会
議
員

会

長

副

会

長

　

〃
　

　

〃
　

　

〃
　

事
務
局
長

事
務
局
次
長

〃
（
Ｎ
労
現
職
）

常
任
幹
事

　

〃
　

　

〃
　

　

〃
　

　

〃
　

　

〃
　

　

〃
　

幹

事

　

〃
　

　

〃
　

　

〃
　

　

〃
　

　

〃
　

　

〃
　

　

〃
　

　

〃
　

　

〃
　

　

〃
　

　

〃
　

　

〃
　

　

〃
　

　

〃
　

　

〃
　

　

〃
　

　

〃
　

　

〃
　

　

〃
　

会
計
監
査

　

〃
　

顧

問

会

長

衆
議
院
議
員

　

〃
　

参
議
院
議
員

　

〃
　

高
知
市
議
会
議
員

“安心・信頼、生きがいあふれる 21世紀の実現を目指し、共に頑張りましょう”
ＮＴＴ労組退職者の会高知県支部協議会役員等一同ＮＴＴ労組退職者の会高知県支部協議会役員等一同

Ｎ
Ｔ
Ｔ
労
組
高
知
県
グ
ル
ー
プ
連
絡
会

組
織
内
議
員
団

Ｎ
Ｔ
Ｔ
労
組
高
知
県
グ
ル
ー
プ
連
絡
会

組
織
内
議
員
団

あけましておめでとうございますあけましておめでとうございます

交
流
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

図
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と

等
が
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。

　

コ
ロ
ナ
禍
は
現
在
（
十
一
月
）

落
ち
着
い
て
い
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
が
死
滅
し
た
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
い
つ
感
染
拡
大
が

再
発
す
る
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
ま
で
皆
様
が
実
施
し
て
き
た

感
染
拡
大
防
止
策
は
、
今
後
も
継

続
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
非
常
に
厳
し
い
環
境

で
の
退
職
者
の
会
活
動
に
な
り
ま

す
の
で
、
会
員
の
皆
様
の
ご
理
解

と
ご
協
力
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

来
年
か
ら
は
、
色
々
な
行
事
が
普

段
ど
お
り
実
施
で
き
る
こ
と
を

願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。
私
も
微
力

な
が
ら
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。こ
れ
ま
で
の
ご
支
援
・

ご
協
力
に
感
謝
申
し
上
げ
、
お
礼

の
ご
挨
拶
と
し
ま
す
。

務
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
の
も
、

役
員
の
皆
様
は
も
と
よ
り
会
員
の

皆
様
か
ら
の
ご
支
援
が
あ
っ
た
か

ら
こ
そ
と
、
改
め
て
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。〝
安
心
・
信
頼
、
生
き

が
い
あ
ふ
れ
る
二
十
一
世
紀　

み

ん
な
と
共
に
〞
の
シ
ン
ボ
ル
フ

レ
ー
ズ
の
も
と
、
会
と
会
員
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
た

め
、
役
員
の
皆
様
と
一
丸
と
な
っ

て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

た
だ
残
念
な
こ
と
は
、
コ
ロ
ナ
禍

に
よ
り
最
後
の
二
年
間
は
、
感
染

症
拡
大
防
止
の
た
め
活
動
ら
し
い

活
動
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
、
し

た
が
っ
て
会
員
の
皆
様
と
の
親
睦

　　

二
〇
二
一
年
十
月
二
十
六
日
開

催
の
Ｎ
Ｔ
Ｔ
労
組
退
職
者
の
会
高

知
県
支
部
協
議
会
第
二
十
三
回
定

期
総
会
に
お
い
て
、
会
長
を
退
任

し
顧
問
と
し
て
の
任
に
つ
く
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

　

二
〇
一
一
年
の
第
十
三
回
支
部

協
総
会
に
お
い
て
会
長
に
就
任
し

て
以
来
、
十
年
に
亘
っ
て
会
長
を

Ｎ
Ｔ
Ｔ
労
働
組
合
退
職
者
の
会
高
知
県
支
部
協
議
会

Ｎ
Ｔ
Ｔ
労
働
組
合
退
職
者
の
会
高
知
県
支
部
協
議
会

第
二
十
三
回
総
会
は
対
面
で
開
催

第
二
十
三
回
総
会
は
対
面
で
開
催

第
二
十
三
回
総
会
は
対
面
で
開
催

第
二
十
三
回
総
会
は
対
面
で
開
催

コ
ロ
ナ
対
策
な
ど
議
論

コ
ロ
ナ
対
策
な
ど
議
論

高
退
連  

第
二
十
九
回  

定
期
総
会

高
退
連  

第
二
十
九
回  

定
期
総
会

國
弘
　
昭

國
弘
　
昭

支
援
・
協
力
に
感
謝

支
援
・
協
力
に
感
謝

〜
会
長
退
任
に
あ
た
っ
て
の
ご
挨
拶
〜

〜
会
長
退
任
に
あ
た
っ
て
の
ご
挨
拶
〜

［ 2］NTT労働組合退職者の会 高知県支部協議会 通信



ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
参
加
を

免
除
し
、
会
費
の
納
入
等
で

協
力
・
貢
献
し
て
い
た
だ
い

て
い
る
会
員

☆
年
会
費
：
千
円
（
必
要
物
品
の

購
入
、
保
険
料
、
参
加
者
の

昼
食
代
等
に
当
て
て
い
る
）

　
（※

賛
助
会
員
含
む
）

　
（
二
〇
二
一
年
十
月
末
）

※
賛
助
会
員
：
会
基
盤
（
財
政
）

確
立
の
た
め
、
通
常
の
当
会

　

当
会
は
発
足
か
ら
三
十
二
年
目

（
一
九
八
九
年
）
を
迎
え
ま
し
た
。

当
初
は
当
時
の
テ
ル
ウェル
社
会
福

祉
事
業
部
が
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ

－

Ｏ
Ｂ

の
生
き
が
い
対
策
と
し
て
有
志
に

働
き
か
け
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会

を
四
国
四
県
同
時
に
立
ち
上
げ
ま

し
た
。

　

一
九
八
五
年
Ｎ
Ｔ
Ｔ
民
営
化
以

降
テ
ル
ウ
ェ
ル
の
事
業
運
営
が
厳

し
く
な
り
、
テ
ル
ウ
ェ
ル
か
ら
の

援
助
（
年
間
五
万
円
）
は
二
〇
一

五
年
ま
で
続
い
た
が
、
以
降
廃
止

さ
れ
二
〇
一
六
年
か
ら
は
電
友
会

本
部
よ
り
援
助
（
年
間
三
万
円
）

が
続
い
て
い
る
。
い
つ
ま
で
か
は

定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

諸
先
輩
方
の
努
力
に
よ
り
活
動

も
す
っ
か
り
定
着
し
て
き
ま
し

た
。Ｎ
Ｔ
Ｔ

－

Ｏ
Ｂ
を
自
覚
し

「
オ
ー
ル
Ｎ
Ｔ
Ｔ
」
の
一
員
と
し

て
、「
和・楽・遊
」を
モ
ッ
ト
ー
に
、

会
員
の
生
き
が
い
向
上
と
社
会
貢

献
に
務
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
活
動
が
会
員
の
心
身
の

過
度
の
負
担
と
な
ら
な
い
よ
う

に
、「
和
（
和
気
藹
々
と
和
や
か

に
）・楽（
楽
し
く
）・遊（
レ
ク
レ
ー

シ
ョ
ン
等
の
遊
び
心
も
兼
ね
て
）」

の
気
持
ち
と
「
安
全
」
を
最
優
先

に
活
動
し
て
い
ま
す
。

☆
会
員
数
：
九
十
名

　
（
男
：
六
十
七+

女
：
二
十
三
）

稼
働
会
員
、
約
四
十
名
）

　

・
社
会
福
祉
協
議
会
扱
い
の

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
保
険
」

に
加
入
し
「
安
心
・
安
全

第
一
」
の
活
動
に
努
め
て

い
ま
す
。

　

・
会
報
誌
「
和
・
楽
・
遊
」
を

発
行
し
会
員
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
努
め
て

い
ま
す
。

　

⑷　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
保
険

へ
の
加
入
（
対
象
者
：
実

二
．
老
人
介
護
施
設
等
へ
の
慰
問

活
動
【
二
〇
〇
八
年
よ
り
】

　

⑴　

民
踊
、
ハ
ー
モ
ニ
カ
、
尺

八
、
大
正
琴
、
歌
等
に
よ
る

慰
問
（
十
二
月
／
一
ヵ
所
）

　

・
電
友
会
「
民
踊
サ
ー
ク
ル
」

の
踊
り
及
び
ハ
ー
モ
ニ
カ

等
の
演
奏
に
よ
る
慰
問
を

毎
年
ク
リ
ス
マ
ス
の
時
期

に
十
名
程
度
で
実
施
。

　

⑵　

車
椅
子
清
掃
活
動
（
十
二

月
／
二
ヵ
所
／
二
日
） 

　

・
年
末
の
大
掃
除
時
期
を
と
ら

え
、
老
人
介
護
施
設
を
二

十
数
名
で
訪
問
。
車
椅
子

二
十
〜
三
十
台
を
洗
浄
〜

簡
易
な
不
具
合
の
整
備
ま

で
実
施
。

三
．
そ
の
他

　

⑴　

使
用
済
み
切
手
の
寄
贈

（
年
一
回
）

　

・
一
年
間
収
集
し
た
切
手
を
年

度
末
に
高
知
市
社
会
福
祉

協
議
会
へ
寄
贈

　

⑵　

総
会
の
開
催
（
六
月
）

　

・
総
会
を
開
催
し
、
前
年
度
活

動
報
告
・
会
計
報
告
・
会

計
監
査
報
告
及
び
当
年
度

活
動
計
画
を
審
議
し
決
定

し
ま
す
。

　

・
総
会
終
了
後
は
懇
親
会
を
開

催
し
、
高
知
流
の
親
睦
（
お

き
ゃ
く
）
を
大
い
に
深
め

て
い
ま
す
。

　

⑶　

会
報
誌
の
発
行
（
三
回
／

年
）

知
支
店
協
賛
）

　
　

・
Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
社
員
と

共
に
会
員
二
十
名
程
度

が
毎
回
参
加
。（
現
在
は

休
止
中
）

　

⑵　

当
会
独
自
の
活
動

　
　

①
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
を
兼
ね

た
観
光
地
等
の
清
掃
活

動
（
年
一
回
）

　
　

・
会
員
同
士
の
親
睦
と
レ
ク

を
兼
ね
て
、
県
下
の
名

所
旧
跡
等
の
観
光
と
そ

の
近
辺
の
清
掃
活
動
を

実
施
。

　
　

②
高
知
県
有
数
の
ア
ジ
サ
イ

観
光
ス
ポ
ッ
ト
「
香
南

市
野
市
町
・
あ
じ
さ
い

街
道
」
で
の
花
後
の
剪

定
作
業
応
援
活
動
（
七

月
）【
二
〇
〇
九
年
よ
り
】

　
　

・
当
会
会
員
の
一
人
が
地
域

貢
献
活
動
と
し
て
取
り

組
ん
で
い
る
同
街
道
の

花
後
の
剪
定
と
除
草
等

の
作
業
を
毎
年
三
十
名

程
度
が
参
加
し
応
援
。

一
．
環
境
美
化
活
動

　

⑴　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
か
ら
の
要
請
で
行

う
活
動

　
　

①
高
知
市
主
催
の
Ｎ
Ｔ
Ｔ
高

知
中
ビ
ル
前
「
帯
屋
町

シ
ン
ボ
ル
ロ
ー
ド
」
の

花
壇
の
花
植
え
活
動
（
六

月
・
十
一
月
）

　
　

・
Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
社
員
と

共
に
会
員
十
数
名
が
毎

回
参
加
。

　
　

②
「
あ
っ
た
か
高
知
。
秋
の

お
も
て
な
し
一
斉
清
掃
」

（
十
月
）（
高
知
県
お
も

て
な
し
課
主
催
）
及
び

「
南
国
土
佐
観
光
開
き
清

掃
」（
一
月
）（
高
知
市

観
光
協
会
等
主
催
）

　
　

・
Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
社
員
と

共
に
会
員
二
十
名
程
度

が
毎
回
参
加
。

　
　

③
「
地
球
三
十
三
番
地
記
念

式
典
」
で
の
清
掃
活
動

参
加
（
三
月
三
日
）（
地

球
三
十
三
番
地
実
行
委

員
会
主
催
）（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
高

等
の
口
コ
ミ
で
「
是
非
う
ち

へ
も
来
て
く
れ
な
い
か
」
と

の
嬉
し
い
依
頼
が
あ
り
、
踊

り
に
つ
い
て
二
〇
一
九
年
度

は
二
ヵ
所
、
車
椅
子
清
掃
に

つ
い
て
は
二
〇一
五
年
か
ら
は

二
ヵ
所
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

◆「
ア
ジ
サ
イ
剪
定
」
は
酷
暑
の

時
期
、「
車
椅
子
清
掃
」
は
十

二
月
の
寒
い
時
期
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、我
々
高
齢
者
に
は
、

な
か
な
か
体
力
・
気
力
を
要

す
る
活
動
で
す
。
し
か
し
、

有
難
い
事
に
退
職
し
た
ば
か

り
の
若
い
人
達
も
先
輩
の
活

動
に
理
解
を
い
た
だ
き
沢
山

参
加
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
安
全
を
最
優
先
し

Ｏ
Ｂ
パ
ワ
ー
全
開
で
オ
ー
ル
Ｎ
Ｔ

Ｔ
を
大
い
に
地
域
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

政
機
関
や
福
祉
関
係
の
方
々

に
も
、
そ
の
存
在
が
益
々
認

知
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

テ
レ
ビ
ニ
ュ
ー
ス
や
新
聞
で

の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
で
緑

ジ
ャ
ン
パ
ー
姿
の
会
員
が

度
々
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

◆
老
人
介
護
施
設
へ
の
慰
問
活
動

は
毎
年
年
末
の
恒
例
行
事
と

な
り
、
施
設
の
皆
様
か
ら
待

ち
望
ま
れ
て
い
る
存
在
と

な
っ
て
い
ま
す
。

◆
介
護
施
設
へ
の
慰
問
は
施
設
間

　

二
〇
一
二
年
に
会
長
に
任
命
さ

れ
十
年
目
を
迎
え
ま
し
た
が
、
諸

先
輩
方
の
ご
努
力
や
、Ｎ
Ｔ
Ｔ

－

Ｏ
Ｂ
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力

に
よ
り
、
会
員
数
も
当
時
の
六
十

数
名
か
ら
現
在
九
十
名
と
な
り
、

活
動
は
益
々
定
着
し
て
き
た
と
思

い
ま
す
。

◆
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動
に
つ
い

て
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
現
職
と
力
を
合

わ
せ
た
社
会
貢
献
活
動
を
実

施
。「
緑
ジ
ャ
ン
パ
ー
姿
」
で

活
動
す
る
会
員
の
姿
は
、
行
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『入門  現代日本の経済政策』（共編、法律文化社、2016年）、『ア
グリビジネスと現代社会』（共編、筑波書房、2021年）等がある。岩佐和幸氏

お問い合わせはお電話から  ☎088－824－3583
受付期間：2022年1月14日（金）まで（平日 9:00～17:00）

一般社団法人　高知県労働者福祉協議会

グローバル化・気候変動下の
「食」と「農」

グローバル化・気候変動下の
「食」と「農」

2021年度　高知県労福協研修会2021年度　高知県労福協研修会

プロフィールプロフィール

お
申
込
み

高知県労福協事務局までご連絡いただくか
右記の二次元コードからお申込みいただけます。
※定員に達し次第、お申込終了とさせていただきます。
〈ZOOMで参加を希望される方は、下記のメールアドレスからお申し込みください。〉

ま
え
が
き

活
動
内
容

感
　
想

遊
楽
和

高
知
の
元
気
を
お
手
伝
い

高
知
の
元
気
を
お
手
伝
い

を
モ
ッ
ト
ー
に

を
モ
ッ
ト
ー
に

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
Ｎ
Ｔ
Ｔ
高
知
Ｏ
Ｂ
会　

代
表　

國
弘　

 

昭

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
Ｎ
Ｔ
Ｔ
高
知
Ｏ
Ｂ
会　

代
表　

國
弘　

 

昭
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た
の
が
、
蜃
気
楼
現
象
の
一
種
、

冬
の
風
物
詩
ダ
ル
マ
太
陽
の
撮

影
。

の
ひ
と
時
だ
っ
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
下
、
総
会
も
ジ
ャ

ガ
イ
モ
堀
り
も
、
忘
年
会
も
で
き

な
い
今
、
一
人
一
人
の
小
さ
な
努

力
で
、
昨
今
治
ま
り
つ
つ
あ
る
様

に
見
え
る
感
染
状
況
が
続
き
、
こ

の
ま
ま
終
息
に
向
か
う
こ
と
を

願
っ
て
や
ま
な
い
一
日
で
あ
っ
た
。

山
本　

宣
子
〈
室
戸
市
〉

・―

・―

・―

・―

・―

・―

・

冬
の
一
コ
マ
を
切
る

　

今
回
も
花
で
は
な
く
て
、
お
正

月
に
相
応
し
く
朝
日
。

　

山
生
ま
れ
の
ボ
ク
が
カ
メ
ラ
で

遊
ぶ
よ
う
に
な
っ
て
興
味
を
持
っ

コ
ス
モ
ス
日
和
の
一
日

　

高
く
青
く
澄
ん
だ
空
、
眼
下
に

広
が
る
太
平
洋
、
西
山
大
地
の
藤

戸
農
園
か
ら
の
眺
望
は
心
洗
わ
れ

る
。「
コ
ス
モ
ス
が
呼
び
ゆ
う
ぞ

ね
」
と
お
誘
い
を
受
け
て
十
月
二

十
日（
水
）山
上
へ
車
を
走
ら
せ
た
。

　

コ
ス
モ
ス
は
満
開
間
近
、
三
枚

の
畑
に
惜
し
気
も
な
く
種
を
蒔
き

育
て
た
秋
風
に
そ
よ
ぐ
コ
ス
モ
ス

に
気
分
は
爽
快
。
た
っ
た
四
人
の

Ｏ
Ｂ
仲
間
に
は
も
っ
た
い
な
い
程

　

高
知
県
の
海
岸
部
の
多
く
の
場

所
で
、
時
季
・
雲
・
海
水
と
空
気

の
温
度
差
な
ど
の
条
件
が
整
え
ば

ダ
ル
マ
太
陽
に
出
会
え
る
可
能
性

が
！

　

県
都
高
知
市
で
も
仁
淀
川
河
口

か
ら
花
海
道
辺
り
で
、
ダ
ル
マ
朝

日
を
見
ら
れ
ま
す
。

　

室
戸
岬
・
足
摺
岬
で
は
同
日
の

朝
と
夕
、
ダ
ル
マ
太
陽
に
会
え
る

か
も
、
と
い
う
の
は
羨
ま
し
い
で

す
ね
。

大
野　

文
平
〈
高
知
市
〉

製
作
し
て
楽
し
く
、
面
白
く
を

モ
ッ
ト
ー
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

に
頑
張
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
今
後

益
々
の
ご
活
躍
を
期
待
し
て
お
り

ま
す
。
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　

令
和
三
年
九
月
十
七
日（
金
）、

田
中
一
郎
さ
ん
が
、
佐
川
町
の
ま

ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
貢
献
者
と

し
て
、
み
ん
な
の
寺
小
屋
活
動
が

評
価
さ
れ
、
教
育
委
員
会
推
薦
に

よ
り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

受
賞
理
由
と
し
て
、
田
中
さ
ん

は
団
体
で
の
電
波
教
室
を
始
め
独

自
に
も
寺
小
屋
活
動
で
静
止
衛
星

や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
、Ａ
Ｉ
、
ド
ロ
ー
ン
迄

仕
組
み
等
に
つ
い
て
十
二
年
間
に

わ
た
り
約
二
百
五
十
名
の
小
中
学

生
に
対
し
て
勉
強
会
を
開
催
し
た

活
動
が
評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

田
中
さ
ん
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
時
代
、
法

人
営
業
部
の
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
担

当
と
し
て
入
札
前
の
プ
レ
ゼ
ン
技

術
は
ベ
テ
ラ
ン
で
あ
り
、
退
職
後

も
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
等
で
教
材
を

● 完全予約制です。予約時間より早く来られた際は、入場制限を設ける場合が
ありますので、ご了承ください。

● 赤外線体温計（非接触型）で検温し、体温が 37.5℃以上の方、平熱より 1℃
以上高い場合は、相談会の参加をご遠慮ください。

● 当日は、マスクの着用をお願いします。マスクをしていない方は、入室できま
せん。（マスクについては、各自でご持参ください。）

● 入口に置いているアルコール消毒液で、消毒のご協力をお願いします。

● 定期的に窓を開閉し、換気をします。　● 席の間隔を広くとり、密接を防ぎます。
● アクリル板を設置し、飛沫感染を防ぎます。

参加される皆様へ　新型コロナウイルス感染予防対策へのご協力をお願いします

会場の対策について

受付時の
対 応 に
つ い て

2021
年度 確定申告無料相談会確定申告無料相談会
予約制です。必ず事前に電話での予約をお願いします。
　今年度も下記の日程で「確定申告無料相談会」を開催する運びとなりましたが、
新型コロナウイルスの感染状況に応じて、中止する場合がありますのでご了承
ください。また、中止になった場合は、1月11日（火）～1月14日（金）に予約さ
れた方には、ご連絡いたします。

2022年1月11日（火）～１月14日（金）9時～17時

高知県労働者福祉協議会
☎ 088ー824ー3583 / 088ー824ー5533

対象となる方対象となる方

各会場の日程と定員各会場の日程と定員

予約受付期間予約受付期間

予約申し込み先予約申し込み先

◆ 2021年中（2021年 1月 1日～ 2021年 12月 31日）に退職金を受け取った方。
◆ 年金受給者及び医療費控除を受ける方。
◆ 譲渡所得・事業所得・株式等の配当控除についての申告は受け付けておりません。

2022 年 1月 31日（月）10時～ 15時30分
　場所：四国労働金庫須崎支店２階　　募集定員：24名

須崎須崎

2022年 2月 1日（火）10時～ 15時30分
　場所：四国労働金庫安芸支店２階　　募集定員：24名

安芸安芸

2022年 2月 2日（水）・3日（木）9時～ 15時30分
　場所：高知会館３階　飛鳥の間　募集定員：60名（両日とも）

高知高知

2022年 2月 4日（金）10時～ 15時30分
　場所：四国労働金庫南国支店２階　　募集定員：24名

南国南国

お間違えないようにお願いします

「第20回囲碁将棋大会」の中止について
連合高知からのお知らせ

　年始の恒例行事として予定していた「囲碁将棋大会」については、
残念ながら今年も中止せざるを得ないと判断いたしました。
　引き続き私たちは、「すべての働く仲間とともに“必ずそばにいる
存在”へ」を合言葉に、コロナ禍において暮らしを守るために
全力を上げたいと決意しているところです。

四
季
の
移
ろ
い

四
季
の
移
ろ
い

11 月 5日　土佐市宇佐港にて11月 5日　土佐市宇佐港にて

寺
小
屋
活
動
で
表
彰

寺
小
屋
活
動
で
表
彰

［ 4］NTT労働組合退職者の会 高知県支部協議会 通信



金婚さん
いらっしゃい

　楽しいこと、悲しいこと
二人で乗り切った五十年。
新婚当時にはこんなことが
ありました。

カップヌードルの登場
　世界初のカップ麺「カップヌードル」が一九七一年九月十八日
に発売された。金婚さんの新婚時代だ。
　日清の当時の社長安藤百福さんが、ラーメンを紙コップで食べ
られるようにと開発した。十一月には、東京銀
座の歩行者天国で四時間に二万食販売したが、
一般に流通していなかった。
　ところが翌年あさま山荘事件が勃発。機動隊
員が雪の中、この麺を食べる姿がテレビに放映
され注目を浴びた。これを機に注文が相次ぎ、
全国販売になったと言われている。

　楽しいこと、悲しいこと
二人で乗り切った五十年。
新婚当時にはこんなことが
ありました。

カップヌードルの登場
　世界初のカップ麺「カップヌードル」が一九七一年九月十八日
に発売された。金婚さんの新婚時代だ。
　日清の当時の社長安藤百福さんが、ラーメンを紙コップで食べ
られるようにと開発した。十一月には、東京銀
座の歩行者天国で四時間に二万食販売したが、
一般に流通していなかった。
　ところが翌年あさま山荘事件が勃発。機動隊
員が雪の中、この麺を食べる姿がテレビに放映
され注目を浴びた。これを機に注文が相次ぎ、
全国販売になったと言われている。

が
東
京
音
頭
だ
。
も
と
も
と
は

「
丸
の
内
音
頭
」
と
い
う
曲
名
で

一
九
三
二
年
（
昭
和
七
年
）
に
制

作
さ
れ
た
。
作
詞
は
西
條
八
十
、

　

今
年
の
プ
ロ
野
球
日
本
シ
リ
ー

ズ
は
、
東
京
ヤ
ク
ル
ト
ス
ワ
ロ
ー

ズ
が
日
本
一
の
座
を
獲
得
し
た
。

　

ラ
ッ
キ
ー
七
に
流
れ
る
応
援
歌

作
曲
が
中
山
晋
平
。

　

翌
一
九
三
三
年
（
昭
和
八
年
）

七
月
「
東
京
音
頭
」
と
改
題
し
て

発
売
、
当
時
の
東
京
市
民
す
べ
て

が
歌
え
る
よ
う
に
改
詞
さ
れ
た
。

全
十
番
か
ら
成
る
東
京
音
頭
は
小

唄
勝
太
郎
と
三
島
一
声
の
歌
唱
で

レ
コ
ー
ド
化
さ
れ
、
爆
発
的
に
流

行
し
た
。

　

米
寿
の
方
五
名
が
生
ま
れ
た
年

の
話
で
す
。

　

11
月　

橋　

田　

豪　

夫 

様

公　

文　

義　

政 

様

島　

崎　

允　

文 

様

楠　

瀬　

章　

夫 

様

戸　

梶　

忠　

俊 

様

二　

標　

安　

代 

様

山　

下　

安　

子 

様

☆
古
希
（
11
件
）

９
月　

山　

本　

生　

子 

様

上　

山　

千
安
喜 

様

高　

崎　
　
　

茂 
様

伊　

藤　

和　

宏 
様

10
月　

高　

橋　

昭　

夫 
様

徳　

弘　
　
　

譲 

様

勝　

瀬　

恵　

子 

様

　

11
月　

岡　

田　
　
　

和 

様

沖　

本　

恭　

一 

様

岩　

川　

長　

子 

様

林　
　
　
　
　

明 

様

お
祝
い

☆
米
寿
（
５
件
）

９
月　

矢　

野　

恵　

子 
様

浜　

崎　

千
代
子 

様

10
月　

竹　

崎　

泰　

子 

様

深　

田　

容　

江 

様

11
月　

夕　

部　

秋　

代 

様

☆
喜
寿
（
23
件
）

９
月　

松　

本　

通　

夫 

様

石　

原　
　
　

栄 

様

畠　

中　

民　

文 

様

山　

崎　

富
士
子 

様

木　

山　

喜　

美 

様

野　

島　

愛　

子 

様

加　

用　

登
美
子 

様

明　

石　

美　

和 

様

横　

田　

フ　

ク 

様

川　

田　
　
　

博 

様

　

10
月　

岡　

田　

良　

雄 

様

高　

橋　
　
　

勝 

様

曽　

我　

敦　

子 

様

岡　

村　

忠　

雄 

様

沖　
　
　

卓　

夫 

様

兼　

松　

冨
美
子 

様

ＮＴＴ労働組合退職者の会  高知県支部協議会ＮＴＴ労働組合退職者の会  高知県支部協議会

〒780－0841
高知市帯屋町2－5－11
☎088－821－3800

FAX 088－873－3313
URL http://nttobkochi.sakura.ne.jp
E－mail taisyoku－kochi@air. ocn. ne. jp

〔事務局常駐日〕毎週月～金曜日の13時～16時の間

きらら保険サービス株式会社

労　連　共　済　本　部

○がん保険
○介護保険

○年金共済《ひろがり》
○こども養育共済

○退職者共済
○退職者生命共済《あいあい》
○退職者生命共済
　《あいあい50》
○医療特約

○疾病共済

●お客様コンタクトセンター
　電　話　０１２０－５９０－２５１
　受付時間　９：００～18：００（平日）
　　　　　９：００～１７：００（土曜）
　　　　　　　※日・祝日は除く

電　話　０３－５２９７－６１７１
受付時間　９：００～１７：３０
　　　　※土・日・祝日は除く
電　話　０３－５２９７－６１７３
受付時間　９：００～１７：３０
　　　　※土・日・祝日は除く
電　話　０１２０－８５０－１８４
受付時間　９：００～１７：００
　　　　※土・日・祝日は除く
電　話　０１２０－８５０－１８４
受付時間　９：００～１７：００
　　　　※土・日・祝日は除く
電　話　０１２０－８８３－６５２
受付時間　９：００～１７：００
　　　　※土・日・祝日は除く

㈱テルウェル・
ライフアシスト

【ＮＴＴ労組関係の方】
㈱テルウェル・ライフアシスト

【情報労連関係の方】
ＡＩＧエジソン生命

○火  災  共  済（すまいる）
○自然災害共済（おまかせ）
○生  命  共  済（ささえ愛）
○交通災害共済（しぐなる）
○医療・傷害（Myセーフティ）
○マイカー共済

●電通共済生協コールセンター
　電　話　０１２０－２１１－１１４
　受付時間　９：００～１7：３０
　　　　　　　（月曜～金曜）
　　　　　　　※土・日・祝日は除く

電　通　共　済　生　協

自転車事故（自損も含む）も警察の事故証明を
とれない場合は、目撃証明を！

（但し、祝・祭日、年末年始・盆休み、当会の行事日は閉鎖します）

退職者の会高知県支部協議会 及び 各種共済の問合わせ先退職者の会高知県支部協議会 及び 各種共済の問合わせ先

消費者ホットライン

架空請求の相談は188（局番なしで）

10
月　

大　

崎　

速　

雄 

様

11
月　

林　
　
　

弘　

司 

様

大
須
賀　

英　

男 

様

秦
泉
寺　

昭　

雄 

様

★
配
偶
者
死
亡
（
８
件
）

９
月　

小　

松　
　
　

匡 

様

曽　

我　

敦　

子 

様

　

10
月　

文　

野　

和　

也 

様

酒　

井　

峰　

子 

様

田　

村　

順　

子 

様

お
祝
い

☆
金
婚
（
20
件
）

10
月　

江　

崎　

哲　

夫 

様

古　

沢　

啓　

子 

様

石　

川　

桂　

子 

様

酒　

井　

真　

鶴 

様

前　

田　

教　

重 

様

三　

本　

健　

助 

様

吉　

村　

晃　

一 

様

佐　

野　

俊　

介 

様

伊　

藤　

昭　

夫 

様

三　

谷　

文　

教 

様

　

11
月　

小　

川　

壽　

美 

様

竹　

村　

元　

孝 

様

岡　

西　

滋　

夫 

様

島　

﨑　

博　

幸 

様

宮　

川　

捷　

二 

様

浜　

田　

静　

恵 

様

池　

畠　

良　

信 

様

前　

田　

三　

興 

様

増　

田　

亀　

喜 

様

豊　

永　

富　

生 

様

お
悔
み

★
本
人
死
亡
（
７
件
）

２
月　

竹　

崎　

泰　

子 
様

５
月　

広　

見　
　
　

茂 

様

９
月　

曽　

我　

純　

司 

様

山　

﨑　

毬　

子 

様

11
月　

谷　

村　

泰　

子 

様

時　

久　

洋　

子 

様

◇
交
通
災
害
共
済
（
１
件
）

10
月　
４
万
８
，０
０
０
円

◇
生
命
共
済
（
２
件
）

10
月　
６
０
０
万
円

◇
火
災
共
済
（
１
件
）

９
月　

24
万
９
，５
０
０
円

　

曽
我
純
司
さ
ん
（
幹
事　

享
年
七
十
八
）
安
芸
市
観
光

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
の
会
長
を
務
め
、

安
芸
市
二
〇
二
一
年
度
の

特
別
功
労
賞
に
選
ば
れ
た
。

（
写
真
は
二
十
代
の
頃
の
曽
我
さ
ん
）

　

曽
我
純
司
さ
ん
（
幹
事　

享
年
七
十
八
）
安
芸
市
観
光

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
の
会
長
を
務
め
、

安
芸
市
二
〇
二
一
年
度
の

特
別
功
労
賞
に
選
ば
れ
た
。

（
写
真
は
二
十
代
の
頃
の
曽
我
さ
ん
）

安
芸
市
特
別
功
労
賞
に

共
済
等
支
払
状
況

あ
り
が
と
う
制
度

（
２
０
２
１
年
９
月
〜
11
月
）

支
部
協
慶
弔
制
度（

２
０
２
１
年
９
月
〜
11
月　
　
　

 　

※

本
人
死
亡　
２
０
２
１
年
２
月・５
月
含
む
）

GoTo
1933

ゴー トゥ

東京音頭東京音頭

死
亡
時
に
事
務
局
へ

　

ご
一
報
を
お
願
い
し
ま
す

☎
８
２
１・３
８
０
０

おねがいおねがい
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た
空
気
を
体
中
で
満
喫
し
た
良

い
山
日
和
で
し
た
。
体
力
が
続

く
限
り
来
年
も
来
よ
う
と
思
い

ま
す
。

＊̶

＊̶

＊̶

＊̶

＊̶

＊

夢
を
諦
め
な
い
で
！

長
崎
　
圭
輔

（
高
知
市
）

　

い
つ
も
の
挨
拶
「
今
日
の
陽

性
者
○
○
名
や
と
！
」
と
言
い

始
め
て
、
も
う
二
年
目
に
な
り

ま
す
。
自
分
は
と
い
え
ば
、
Ｎ

Ｔ
Ｔ
退
職
し
て
、
今
年
で
五
年

目
の
春
を
迎
え
ま
し
た
。
小
銭

を
貯
め
て
旅
行
に
行
こ
う
と

思
っ
て
い
た
が
、こ
の
ご
時
世
、

何
処
へ
も
行
け
な
い
。
趣
味
の

音
楽
ラ
イ
ブ
も
会
場
は
Ｎ
Ｇ
で

山
登
り
と
私布

田
　
美
保

（
田
野
町
）

　

毎
年
秋
が
来
る
と
霊
峰
石
鎚

山
に
登
り
ま
す
。
今
年
は
少
し

遅
れ
て
十
一
月
に
。
リ
ュ
ッ
ク

を
背
負
っ
て
い
ざ
登
山
開
始
、

上
り
の
歩
行
時
間
は
、
約
二
時

間
三
十
分
。
ひ
ん
や
り
と
し
た

風
が
心
地
よ
い
。
足
元
に
は
赤

や
黄
色
の
落
ち
葉
が
一
杯
、
ウ

ワ
ッ
き
れ
い
！
思
わ
ず
し
ゃ
が

む
私
。
道
案
内
の
リ
ン
ド
ウ
の

花
は
も
う
終
わ
っ
て
い
る
。
四

国
シ
ラ
ビ
ソ
の
香
り
を
楽
し
み

な
が
ら
ひ
た
す
ら
登
る
。
や
っ

と
頂
上
へ
。

　

そ
こ
に
は
も
う
一
つ
の
楽
し

み
、
西
日
本
一
高
い
山
で
高
い

〝
ヒ
ェ
ヒ
ェ
ビ
ー
ル
〞
を
飲
む

こ
と
。
気
に
な
る
の
が
山
小
屋

の
売
店
。
シ
ャ
ッ
タ
ー
が
半
分

降
り
て
い
る
。エ
ッ
！
ま
さ
か
？

嫌
な
気
が
す
る
が
。
先
ず
は
お

参
り
を
と
、思
い
直
し
て
向
か
っ

た
先
の
頂
上
神
社
も
閉
ま
っ
て

い
る
。

　

売
店
に
戻
り
、
シ
ャ
ッ
タ
ー

の
隙
間
か
ら
恐
る
恐
る
中
を
覗

う
。
入
口
の
戸
が
開
か
な
い
。

何
て
こ
と
、
専
用
の
カ
ッ
プ
ま

で
用
意
し
て
き
た
の
に
、残
念
。

　

頂
上
は
吐
く
息
も
白
く
カ
ッ

プ
ラ
ー
メ
ン
の
匂
い
が
鼻
を
突

い
て
く
る
。
今
日
は
何
時
に
な

く
若
い
人
た
ち
で
賑
わ
っ
て
い

る
。
早
々
に
お
に
ぎ
り
を
食
べ

て
下
山
す
る
事
と
す
る
。

　

登
山
口
の
土
小
屋
に
戻
り
、

神
官
さ
ん
に
尋
ね
る
と
、
毎
年

十
一
月
三
日
に
閉
山
祭
が
行
わ

れ
る
そ
う
で
す
。
ビ
ー
ル
は
飲

み
損
ね
た
も
の
の
、
澄
み
切
っ

先
が
見
え
ず
、
バ
イ
ク
も
コ
ロ

ナ
な
の
か
、
あ
ち
こ
ち
修
理
と

痛
い
出
費
が
続
き
、
旅
行
資
金

か
ら
転
用
と
自
転
車
操
業
状
態

で
す
。

　

知
り
合
い
に
安
田
町
で
映
画

館
を
頑
張
っ
て
い
る
五
十
年
来

の
友
人
が
い
ま
す
。
県
東
部
で

は
文
化
人
で
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が

広
く
、
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
軽
い

人
間
で
す
が
「
こ
の
コ
ロ
ナ
に

は
手
も
足
も
出
ま
せ
ん
！
」
と

言
っ
て
い
ま
す
。週
に
一
回「
こ

ち
ら
豆
電
球
介
護
セ
ン
タ
ー
で

す
が
お
元
気
で
し
ょ
う
か
？
」

と
電
話
を
入
れ
て
く
れ
ま
す
。

う
れ
し
い
事
で
す
。

　

う
れ
し
い
事
が
も
う
一
つ
。

彼
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
ソ
ン
グ
を

作
っ
て
、
作
品
が
溜
ま
っ
た
ら

Ｃ
Ｄ
を
制
作
す
る
事
を
生
業
に

も
し
て
い
ま
す
が
、
編
曲
（
ド

ラ
ム
、
ベ
ー
ス
、
ギ
タ
ー
、
ピ

ア
ノ
等
を
入
れ
て
作
品
に
す
る
）

の
依
頼
が
自
分
に
あ
り
、
有
意

義
な
時
間
潰
し
が
出
来
ま
し
た
。

ぜ
ひ
機
会
が
あ
れ
ば
買
っ
て
聴

い
て
下
さ
い
。

　
「
元
気
か
？
」
と
ラ
イ
ン
を

入
れ
て
く
れ
る
学
生
時
代
か
ら

の
友
人
、
コ
ー
ヒ
ー
を
誘
っ
て

く
れ
る
人
、
ラ
ン
チ
を
一
緒
に

し
て
く
れ
る
友
、
週
一
回
練
習

の
幼
な
じ
み
の
バ
ン
ド
メ
ン

バ
ー
。
水
曜
日
の
ピ
ア
ノ
レ
ッ

ス
ン
、
年
齢
の
せ
い
な
の
か
楽

譜
は
な
ん
と
か
追
え
る
が
、
指

が
追
い
つ
か
な
い
。
ボ
ケ
る
前

に
自
律
神
経
失
調
症
（
笑
い
）

に
な
り
そ
う
。
本
当
に
セ
ン
ス

無
い
な
ぁ
〜
と
思
っ
た
り…

。

　

夢
は
友
人
が
持
っ
て
き
て
く

れ
る
と
思
い
ま
す
。
昔
の
様
に

は
戻
ら
な
い
と
は
思
う
け
ど
夢

は
諦
め
な
い
ぞ
! !
♪
ら
ら
ら
〜

ら
ら
〜　

♪
ら
ら
ら
〜
ら
ら
〜

Ｐ
Ｓ
：
ノ
ー
ス
ダ
コ
タ
の
ラ
ッ

シ
ュ
モ
ア
待
っ
て
ろ
よ
！

ウィッティ
ー

ウィッティ
ー 誌面で伝

える

あんなコ
ト、

こんなコ
ト…

誌面で伝
える

あんなコ
ト、

こんなコ
ト…

「ばあばは、認知症予防ドリル」
　早いもので、退職して今年で十年。退職したら趣味のサークルに通っ
たり、国内外の旅行を楽しみたいと思っていたが、翌日から孫の保育
園送迎が始まり、翌年には天使君二号誕生。毎日バタバタ生活。その
孫たちも今年小学二年生と四年生に。毎日おやつの準備をして帰りを
待ち、宿題のチェック。計算ドリル・漢字ドリルをしている横で、私
は認知症予防ドリル!!（五十五才以上になると、四人に一人は認知症）
時には、孫に教えてもらっているばあばです。　〈高知市　久保田智子〉

「簡単『にゅうめん』はいかが！」
　昨年夏、コロナの影響で家での食事が増えた家庭も。暑い夏には「冷
たいソーメン」が定番メニューのひとつ。
　ところで、冷蔵庫の片隅に夏の名残りの「ソーメン」が残っていま
せんか。そこで簡単な「にゅうめん」を紹介しよう。
　一口カツ用の豚肉（焼肉用の牛肉でも可）を細めの短冊切りにし、
醤油で下味を付ける。
　深めのフライパンで豚肉とキムチをごま油で炒め、熱湯、ソーメン、
小口切りしたニラを順次投入し出来上がり（ソーメンの茹で加減に注
意が必要）。
　ちなみに、材料の量については人数、好みに合わせて調整して下さい。

〈高知市　坂本宣和〉

「高齢化チョンボ！ 2021」
　最近はチョンボの数が多すぎてか？チョンボしたことを忘れてか？
この原稿のネタがありません。（ひょっとしてボケたかも？）
　一つだけありました : 歯医者さんに笑われた事件…治療中に口開け
たまま熟睡していたらしい。
（ボケ防止のためにと始めた事）
　中学時代からの同級生と認知症の予防目的で「メールで脳トレ」を
始めました。
　ネットから拝借した「脳トレ問題」、「今日の健康」、「今日の名言・
格言」等を毎朝七時頃メールでやり取りしています。現在は同級生以
外の「飲み仲間」にも拡大中です。
　ボケ防止とコミュニケーション（安否確認）向上に役立てば嬉しい
ですね。　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈香美市　足達裕昭〉

「 楽 し い 日 々 」
　十五年前に高知を離れ、二年前に香川から帰ってきました。退職後
は時間に追われないが、暇なようで毎日が忙しい。庭や盆栽の手入れ
に、春・冬野菜に向けた土作り。季節折々の名所を探訪しに妻と近県
へドライブ。 年二回の日本アルプストレッキングのため、夜な夜な五
㎞（一時間）のウォーキング。健康であるからこそ、自分の好きなこ
とをして楽しい日々を過ごすことができるのかな？

〈土佐市　野本泰司〉

　今回この寄稿にあたって、つくづく考えさせられたのは、いかに普段何
も考えずに日々を過ごしているかでした。何か前向きな話や楽しい話題を
探してみたのですが見つからず、身の周りを見てみるのですが、危険と不
安でした。
　階段から落ちました。これが二度目。幸い骨に異常は無かったのですが、
みごと顔にたんこぶ・青あざ。消えるまでに一か月近くかかりました。筋
力低下・注意力散漫の危険です。
　不安はやはりコロナ感染。年齢を重ねると持病の一つや二つは有ります。
プラス知力の低下です。自粛生活で会話がめっきり減りました。おしゃべ
りが認知症を予防するというのに。
　十一月、今はコロナが落ち着いてきていますが、自粛生活は今も続いて
います。友達とのランチ、ドリンク付食事会、孫たちの帰省、安心して実
現できる日が早くくることを願っています。
　最後に、今期、副会長をさせていただくことになりました。少しずつ筋
力も付けながら、お手伝いさせていただきたいと思っています。よろしく
お願いします。　　　　　　　　　　　　　　　　　  〈副会長　吉良温子〉

喜 哀怒 楽 第50回

安心・安全探し

所
感
・
雑
感

所
感
・
雑
感

会
員
投
稿
欄

会
員
投
稿
欄

投稿募集中！
◆ 近況や趣味・書評等々テーマは限定しま
せんが字数は400字程度とします。

◆ 俳句・川柳・短歌等も載せたいと思います。

　編集委員や幹事から投稿依頼がありましたら、
ご協力をお願いします。
　もちろん、自主的投稿も大歓迎です。

投稿募集中！
◆ 近況や趣味・書評等々テーマは限定しま
せんが字数は400字程度とします。

◆ 俳句・川柳・短歌等も載せたいと思います。

　編集委員や幹事から投稿依頼がありましたら、
ご協力をお願いします。
　もちろん、自主的投稿も大歓迎です。
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